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災害救急情報システム

今日の権雑多様化した都市災′方に対

処し,あるいは二枚急医療に対する郡上亡

のニMズに九仁ずるには,現在の経験に

細る手作業の処理だけでは 卜分とはい

えなく なってきている｡

このため東京消防庁では,(1)郡民に

対する情報手足供,(2)119番′受付業務の

効果的な運上f】,(3)中央の災害救急情報

センターと各消防署日りの指令連絡の強化,

を臼的とした災害二枚急情報システムを

l凋発し,昭和51年10月から運用に入っ

た｡

その機純は,東京消防庁の災害救急

情報センタとHITAC8450及びH-9415

ディ スプレイ装置(VDT)を有機的に

結†ナしたオンライン･システムである｡

これにより,約800台の車の道川計画

や状子兄をすべて人形コンビュ【タに記

佗させておき,指令員の問′ナせにより

VDTに表示し,最適な川場指令を迅速

に出すための手段を提供する｡このた

めコンビュrタには,災1音子の柿類･規

彬き･発生地に応じた約2,500通りの山場

計l由j表や,郡内56苦の端末から人力さ

れた卓(ド家)の現況が記憶されており,

災害発′巨と出場申の関連,災升l市報の

記録が中央で一一括処王巧ミされることによ

り,119番′受付や指令業務は大幅に効率

化される｡また病院端末や署端末から

収集された郡内約430筒所のっ牧急病院

の情事艮も,中火で一一括管理している｡

これにより救急管制子iでは,可斗日ごと

の誇⇒寮の吋否,升女別収谷の可否を知

ることができ,救急中に対して患薪を

収容する最寄りの病院を速やかに指示

することができる｡また,これらの病

院情報は,消防テレホンサ【ビスの案

内台にも問いfナわせることができ,一

般郡民への情報提供にも役立つ｡

木システムの大きな特徴は,従来の

119番′受付,消l;朋旨令て電話及び無線電

話などの一汗声を主とした過イ言システム

に,災害情報,病院情報及び車の現さ兄

などを管f弔するコンビュ【タ･システ

ムが有機的に結介されているところに

ある｡

中火の指令主iは,これらコンビュM

タに言亡l意されている情報の中から,必
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要なものを即座にVDTに表示させる

ことができ,災害に対して,▼一段と効

一果的な指示活動が期待できる｡

本システムは24時間運転のため,情報

収集川HITAClOII及び処理用HITAC

8450の二重化,システム･コンソ【ル

による障害官子丁こ視及びワンタッチセリ替,

ソフトウェア障プ三時の縮退処王削二よる

全面ダウンの回避などを実現し,イ言柑

件の面からも綿々の配慮がなされてい

る｡

現在は東京都23[さこを対象としている

が,今後,郡内全域にも範細を拡大す

べく計画が進められている｡
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